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現在ある問題
少7高rlI化者卜市の表選

○名t激な経済発llK

○若者の都会への流出

○経 rtr、コンビナートの哀退

○教育施設、職業訓練場の不足

○無秩序な計画
○適切ではない都市計画

将来。木来
解答=建築によるFFl題の縮小

フログラム同十の新たな関係
各々の円,旭を個別に完全に解決Jる 力は建築にはない.

そこで企ての 問題に対して角

“

答司
‐
るのではなく 1部 を含l」

プログラムを作る事で 核 』触が縮小じ7,接するコiで

り,たな関係‖:が生まれる可能性のあるl kl境を提供する.

川途川地域地区に相象化した幹株道路

合わせ 道路を分円iする。

快地に合わせて締i小じ 方角を南北に

合わせて敷地に

"Jl lじ

分類 分断した

線にちさをりえる。

財門麒顆鶉
出さを与えた線を敷地に合わせて設定した

グリッドに当てはめ、llれている部分をtlり

‖スる。

しゅくしょう=イ マミライ
ー四日市クリニックコンプレックスー
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Ql:発 想 の 原 点

地方3「.市の衰退と拡大信仰の矛盾

拡大信lfOによる建築と都市と政治のズレ

都市を変換 し建築へ

病院における見えない力べ、隔離感

Q2:制 作 を振 り返 つて

病気で倒れてしましヽ 提出に間に合わむ

いかもしれないBきに、お手伝いしてくれ

た先輩や後輩、そ して唯一の同研究室の

4年生の藤井氏にこの場で感謝 したいと

思います。今後の新4年生、病気などで
[Jれないくらいに頑張ってください |

Q3:気 になるアーティストは?

伊坂幸太郎 YAMANE、 SttEDA、

魃 ― ― ―

建 物 用 途  複 合 診 療 所

国士舘大学
理工学部理工学科 二重県出身

海星高等学校 卒業

国士舘大学 理工学部理工学科

国広 ジョージ 仙田満研究室 卒業

国士舘大学大学院 工学研究科

建設工学専攻 国広ジョージ研究室 在籍

年

年

年

‐９９０
ｍ
２０‐２
　
駐

一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一〓

綺田中

魃

少子高齢化、経済不況などの日本

が抱える問題の多くは地方都市に

頭著に表れている。

それは、かつて重工業で賑わつた

故郷の二重県四日市市でも _‐では

衰退の一途を辿つている。

かつて高度経済成長期、日本の各

都市は 「拡大=豊 かJと いう思考

で都市計画を行い、拡大信仰こそ

が最上として蔓延 していた。

そして拡大信lfOは続いている。 し

かし経済、建築、都市などの現状

を未来を考えれば拡大信仰のまま

では都市の衰退に拍車をかけるの

みである。
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そこでこの状況を打破するために

は問題 (少子高齢化や経済不況

拡大する都市・dど )を 建築のみで

解決するので|まなく、解決への足

がかりとして建築による各問題の

縮小が必要であると考えた。

また、プログラムについては、四

日市の市政でも必要とされる 「雇

用 公害の風化 都市計画の見直

しJと いう3条件、都市の縮小に

よつて復興 した実例のサーベイ、

四日市の周辺地域のスケールなど

を考慮 し、メディカルコンプレッ

クス (複合診療所)を 選定 した。

敷地所在地 三重県四 日市市

靱
作品総点数   Al:10枚

制作期間    構想 ―

制 作 -  4週 間

模型 :4点

2カ 月

主な模型材料  スチレンペ パ
塩 ビ板

OHPシ ー ト など


